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YPS 2012 プログラム 
 
 40回目を迎える今年度のYPS (Young Perceptionists’ Seminar) は北海道大学がお世話をさせて
いただくことになりました。北海道で行われるはじめてのYPSを皆さまが快適に過ごしていただけ
ますよう、準備委員一同、誠心誠意努めて参ります。現在の参加者総数は24名、一般発表件数は17
件、特別講演が2件となっております。今年度は、ナイトセッションにて皆さまの議論が進みます
よう、2日目ですべての一般発表が終了するようプログラムを作成いたしました。また、過去の発
表資料等をお持ちいただければ、ナイトセッションで議論やデモンストレーションをしていただく
ことも可能です。 
 なお、宿泊ホテルのご厚意により、発表は2日共に山渓苑で行うこととなりました。3日目に予定
されている河西哲子先生の特別講演は北海道大学にて行う予定です。当初とは異なるスケジュール
になりましたことをお詫び申し上げます。 
 

2012年9月15日  
YPS 2012 スタッフ一同 

 
日程：2012 年 9 月 15 日（土）～17 日（月・祝） 
 
会場: 定山渓観光ホテル山渓苑 

住所：札幌市南区定山渓温泉東 4 丁目 321 
Tel: 011-598-2611 
Web: http://www.sankeien.jp 
フェイスタオル、バスタオル、歯磨きセット、石けん、ひげ剃り、浴衣をご用意してお
ります。 

 
発表会場：定山渓観光ホテル・山渓苑（9月 15 日・16 日） 

 北海道大学人文・社会科学 総合教育研究棟W308（9 月 17 日のみ） 
 
集合場所・集合時間：全日参加される場合は JR 札幌駅からの送迎バスで会場までご案内します。 

12 時 30 分に JR 札幌駅西改札口（改札を出てすぐのミスタードーナツ前）にお集ま
りください。 

 
新千歳空港から JR 札幌駅まで 
・ JR（快速エアポートで 36 分・片道 1040 円・指定席ご利用の場合は＋300 円） 
・ バス（北海道中央バスあるいは北都交通・約 70 分・片道 1000 円） 
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部分参加：部分参加の方は直接会場までお越し下さい。札幌駅前バスターミナルより定山渓車庫前
までバス（じょうてつバス 12 系統）で約１時間 20 分、新千歳空港から（23 番乗り場）
定山渓車庫前までバス（じょうてつバス、北都交通）で約 1 時間 40 分です。 

 
参加費： 
・ 学生（学部生・大学院生（博士後期課程含む））：15,000 円 
・ 有職者・その他（日本学術振興会特別研究員を含む）：25,000 円 
 
参加費の中には、1 日目夕食、2 日目 3 食、3 日目朝食が含まれています。 
1、2 日目の夕食は「北海道の旬の幸が満載 全 10 品のお膳料理」をご用意しております。2、 3 
日目の朝食はバイキングを、2 日目の昼食は「山渓苑特製・幕の内弁当」を予定しております。な
お、アレルギー、菜食主義等でお食事に不安のある方はあらかじめご連絡をお願いいたします。 

 
参加者の皆さまへ：  
YPS 開催中、台風等、やむを得ない理由で参加を取りやめなければならない可能性がございます。
YPS では、どのような事情についても一切の補償をすることができません。万が一の場合に備え、
航空機欠航等に対する補償が得られる国内旅行保険に加入されることをお勧めします。 

 
発表者の皆さまへ： 
・ 持ち時間は、一人当たり 23 分（発表 15 分、質疑 8 分）です。当初の予定よりも質疑の時
間をやや長めに取っております。 

・ 会場には Mac (Office 2011) と Windows (Office 2010) を１台ずつご用意いたします。 
 

お問い合わせ先： 
北海道大学大学院文学研究科 心理システム科学講座・安逹研究室 正田悠 
住所：〒060-0810 北海道札幌市北区北 10 条西 7 丁目 
Tel/Fax：011-706-3044 
Mail：yps12.hokudai@gmail.com 
Twitter：http://twitter.com/yps_2012  
Facebook：https://www.facebook.com/yps12.hokudai 
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YPS 2012 スタッフ 
北海道大学大学院文学研究科 

 
代表：正田悠・伊藤博晃・谷口康祐 
 
統括：正田悠 
広報：伊藤博晃 
助成金：伊藤博晃・谷口康祐 
会計：新原理津子・中村真理香 
特別講演：正田悠・新原理津子 
印刷：新原理津子・伊藤範子 
メール：井上愛弓・名畑康之・伊藤範子・谷陽祐・中谷葵 
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１日目（9月 15 日） 
12：30 札幌駅西改札口集合 
14：00 山渓苑 到着・受付 
14：30 開会のご挨拶（正田悠） 
 
14：45 Session 1 表情 

S1-1 表情認知に関わる大脳半球優位性 
◯伊藤博晃（北海道大） 

 
S1-2 動的表情観察における処理特性の検討 

◯井上はるか（千葉大） 
一川誠（千葉大） 

 
15：40 Session 2 音楽 

S2-1 音楽に対する身体動作：パス解析を利用した身体動作メカニズムの解明 
◯谷陽祐（北海道大） 

安達真由美（北海道大） 
 

S2-2 シューマン「トロイメライ」演奏の音響・身体表現に聴衆の存在が及ぼす影響 
◯正田悠（北海道大・日本学術振興会特別研究員） 

安達真由美（北海道大） 
 
16：40 特別講演 1（司会：正田悠） 

SS-1 プライミング的手法を用いた音楽認知の研究 
吉野巌（北海道教育大札幌校） 

 
 
19：00 夕食 
21：00 ナイトセッション 
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２日目（9月 16 日） 
～9：30 朝食 
 
9：30 Session 3 色・輝度 

S3-1 色ワーキングメモリ保持に空間的注意は必要か？ERP を用いた検討 
◯真田原行（東京大・日本学術振興会特別研究員） 

池田功毅・長谷川寿一（東京大） 
 

S3-2 色・形・運動特徴の結合はどのように表現され、反応と対応付けされるのか 
◯石崎琢弥（筑波大） 

 
S3-3 暗い領域は影か、染みか？ － 写真刺激を用いた輝度エッジの解釈過程の検討 

◯澤山正貴（千葉大・日本学術振興会特別研究員） 
木村英司（千葉大） 

 
10：50 Session 4 視知覚 

S4-1 両眼視野闘争に対する空間的コンテクストの検討 
◯清水求（新潟大） 

 
S4-2 周辺視野の距離・奥行き知覚に及ぼす視対象間の分離の効果 

◯安岡晶子（札幌市立大） 
 

S4-3 情景認知の際に生じる境界拡張に刺激構成と測定方法が及ぼす影響 
◯江河あゆみ（千葉大） 

 
 
 
12：00 昼食・周辺観光 
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14：30 Session 5 注意 

S5-1 高速提示された文字列に対する単語特異的な初期視覚誘発電位 
◯奥村安寿子（北海道大・日本学術振興会特別研究員） 

河西哲子・室橋春光（北海道大） 
 

S5-2 健常者の注意欠陥多動性障害（ADHD）特性と物体ベースの妨害 
    ―事象関連電位（ERP）を用いた検討― 

◯山田優士（北海道大） 
河西哲子・室橋春光（北海道大） 

 
S5-3 物体ベースの注意拡散時における処理資源量の検討 

◯竹谷隆司（北海道大） 
河西哲子（北海道大） 

 
15：50 Session 6 印象 

S6-1 楕円フーリエ解析を用いたウェディングドレスのシルエットの印象の検討 
◯川村智（産総研） 

 
S6-2 PCCS 表色系における、トーンと同一色相系列の印象について 

◯若田忠之（早稲田大） 
齋藤美穂（早稲田大） 

 
16：50 Session 7 時間知覚 

S7-1 視覚的な運動と変化が時間知覚に及ぼす影響の違い 
◯山本健太郎（九州大） 

三浦佳世（九州大） 
 

S7-2 注意による選択的処理が身体運動-視覚間時間的再較正に与える影響 
◯辻田匡葵（千葉大） 

一川誠（千葉大） 
17：40 休憩 
19：00 夕食 
21：00 ナイトセッション 
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３日目（9月 17 日） 
～9：30 朝食 
9：45 山渓苑 出発 
10：45 到着（北海道大学 人文・社会科学 総合教育研究棟W308） 
 
10：50 特別講演 2（司会：新原理津子） 

SS-2 物体ベースの注意拡散に関するヒトの電気生理学的研究 
河西哲子（北海道大） 

 
12：00 閉会のご挨拶（伊藤博晃）・札幌観光案内等（正田悠）・記念撮影 
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YPS 2012 発表要旨 

1 日目（9月 15 日） 
 
Session 1 表情 
S1-1 表情認知に関わる大脳半球優位性 

伊藤博晃（北海道大） 
 従来、顔表情認知に関わる大脳半球優位性の研究では、「右半球優位性仮説」、「感情価特異性
仮説」の２つの異なる仮説が提出されている（e.g., Demaree et al, 2005）。右半球優位性仮説は，
全ての表情が右半球優位に処理されるというものであり（e.g., Borod et al., 1998）、感情価特異
性仮説は、表情の感情価（快・不快）によって優位半球が異なり，快表情は左半球優位に、不快表
情は右半球優位に処理されるというものである（e.g., Ahern & Schwartz, 1985）。双方の仮説を
支持する結果が、それぞれ提出されており、議論は収束に至っていない。本研究では，表情認知に
関わる大脳半球優位性の多様な結果をもたらす要因について検討し、そのメカニズムについて考察
する。 

 
S1-2 動的表情観察における処理特性の検討 

井上はるか・一川誠（千葉大） 
 連続的に変化する表情画像を観察する際、最終表情の印象が変化方向にずれる傾向が知られてい
る。これまでの研究から、表情が次第に強まる表出条件に比べて、次第に弱まる消失条件において
印象レベルでのずれが大きくなることが分かっている。本研究では、動的表情の知覚レベルの処理
特性について恒常法により検討した。実験では、標準刺激として、表情が真顔（0%）から中間強
度（50%）まで変化する表出条件、最大強度（100%）から中間強度まで変化する消失条件、中間
強度の静止画像（50%）を提示する統制条件を設け、比較刺激として任意の強度の静止画像を提示
した。発表では、印象レベルの処理を検討した実験と合わせて考察する。 
 
 
Session 2 音楽 
S2-1 音楽に対する身体動作：パス解析を利用した身体動作メカニズムの解明 

谷陽祐・安達真由美（北海道大） 
 我々は音楽に合わせて意識的・無意識的に身体を動かすが、そのメカニズムは未だに明らかにな
っていない。また、音楽に対する反応は個人特性の影響があり、この影響は身体動作にも現れると
考えられる。本研究では、大学生に音楽を聴取し、その間の無意識的な身体動作を調べた。また、
この身体動作が参加者の個人特性 (外向性・内向性) によっても異なるのかも調べた。その結果、
音楽的特徴が、音楽がどう聞こえるかと聴取者がどう感じるかを説明し、それらによって身体動作
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が引き起こされるというメカニズムが明らかになった。さらに、このメカニズムが外向性・内向性
によって異なるということも示された。 
 
S2-2 シューマン「トロイメライ」演奏の音響・身体表現に聴衆の存在が及ぼす影響 

正田悠（北海道大・日本学術振興会特別研究員）・安達真由美（北海道大） 
 西洋芸術では、「演奏者」-「音響情報（テンポや強弱、ピッチ等）・視覚情報（顔の表情や身
体動作等）」-「聴衆」という情報伝達過程によって音楽演奏が成立する。この情報伝達は一方通
行なものではなく、演奏者と聴衆が共に会する場面では両者がインタラクティブに情報のやりとり
を行なっていると考えられている（e.g., Hargreaves, MacDonald, & Miell, 2005）。本研究では、
聴衆がいることで演奏者の表現が異なるかどうかを調べるため、13 人の音大卒ピアニストに聴衆
がいる状況（Live）といない状況（Rehearsal）で演奏を行なってもらい、両条件の音長、強弱な
らびに身体の動きを測定した。発表では、シューマンの「トロイメライ」演奏を対象に、聴衆の有
無によって時々刻々の演奏表現がいかに異なったのかを報告する。 
 
特別講演 1（司会：正田悠） 
SS-1 プライミング的手法を用いた音楽認知の研究 

吉野巌（北海道教育大札幌校） 
 音楽認知は言語理解と比較して語られるなど類似点も多いが、認知される側面が多重的（音響、
知覚的パターン、構造、感情価など）であり、中心的な側面が不明確であるという点で、言語理解
とは異なる。今回は、音楽のそうした多重的な諸側面のうち、調性と感情価の認知処理に関するプ
ライミング的手法による研究を紹介する。例えば、前者の調性の認知に関しては、調性的なメロデ
ィ（or 和音進行）がターゲット和音の処理を促進すること、後者の感情価の認知に関しては、プラ
イム音楽の感情価と一致する感情価をもつターゲット（単語 or 絵）の処理が促進されること、な
どが明らかになっており、それらの研究を紹介したい。 
 

２日目（9月 16 日） 
 
Session 3 色・輝度 
S3-1 色ワーキングメモリ保持に空間的注意は必要か？ERP を用いた検討 

真田原行（東京大・日本学術振興会特別研究員）・池田功毅・長谷川寿一（東京大） 
 空間的ワーキングメモリ（WM） と視覚的WM（色、形、物体）で処理システムが異なるとさ
れてきたが、それを 裏付ける証拠は未だ少ない。今回はこの問題に関する自身の研究を紹介する。
これまで、(1) 空間的WMの保持には空間的注意が必要であること（Awh et al., 2001）、(2) 特
徴（色、形など）の保持には空間的注意が必要ではないこと（Wheeler & Treisman 2002）が示
唆されてきたが、特に(2)に 関しては証拠が少なく、神経データを含めたより多くの証拠が必要で
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ある。そこで本研究 では、事象関連電位（ERP）測定と行動実験を用い、「色WMの保持に空間
的注意が必要であるか否か」の検討を行った。今回はその結果と、また本研究が上記テーマに対し
てもたらす示唆について議論する。 

 
S3-2 色・形・運動特徴の結合はどのように表現され、反応と対応付けされるのか 

石崎琢弥（筑波大） 
 視覚系において並列的に処理された色・形・運動特徴は、長期記憶においてどのように結合され
て反応と対応付けられるのか。特定の色特徴と形特徴を反応と結び付ける[色×形→反応]連合、[形
×運動→反応]連合、[色×運動→反応]連合、[色×形×運動→反応]連合の学習を行った。最初の３条
件では特徴と反応の割り当てを冗長にしている（例えば[色×形→反応]連合では運動特徴を無視で
きる）。その結果、[色×形→反応]条件が最も正確に行われ、他の条件でも色と形の結合に基づい
て判断していると考えられる誤答が多かった。この結果は、色特徴と形特徴が直接結び付いた表現
が存在し、運動特徴は別段階で結合されていることを示唆する。 

 
S3-3 暗い領域は影か、染みか？ － 写真刺激を用いた輝度エッジの解釈過程の検討 

澤山正貴（千葉大・日本学術振興会特別研究員）・木村英司（千葉大） 
 肌理を持つ面上にぼけた輝度エッジを持つ領域を配置すると、照明強度の変化としての知覚を促
進する手がかりがあるにもかかわらず、水染みのような反射率の異なるものとして知覚される。本
研究では、この水染み現象の基礎にある視覚過程を明らかにするため、影と染みの写真刺激を用い
た検討を行った。実験の結果、以下の点が明らかとなった。1) 実物の影を用いて肌理の中央に暗
いスポット領域を配置した場合でも、その領域は染みとして知覚された。2) 実物の染みを配置し
た場合であっても、肌理によって暗領域が照明強度の変化として知覚された。以上より、輝度エッ
ジの解釈は、実物の影や染みで生じる物理特性を解析して行うだけでなく、刺激布置に応じた影と
染みの生起頻度の影響を受けて変化することが示唆された。 
 
 
Session 4 視知覚 
S4-1 両眼視野闘争に対する空間的コンテクストの検討 

清水求（新潟大） 
 両眼視野闘争において空間的コンテクストの効果が検討されている。方位情報が異なる正弦波縞
ターゲット（闘争刺激）の周囲に一方のターゲットと同じ方位情報が加えられた場合（コンテクス
ト）、周囲の方位情報と一致するターゲットの知覚は大きく抑制され、結果的に不一致ターゲット
知覚の優位性が増す（Carter et al., 2004）。さらに、刺激全体のコントラストが極端に減少する
ことによって、一致ターゲット知覚の回復は不一致ターゲット知覚を上回る（Paffen et al., 2006）。
両眼視野闘争のターゲット知覚に対する空間的コンテクストの効果は、コントラストやその他の刺
激特性に影響を受けると考えられる。また、空間周波数選択性についても言及する。 
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S4-2 周辺視野の距離・奥行き知覚に及ぼす視対象間の分離の効果 
安岡晶子（札幌市立大） 

 諸視知覚は、偏心度が高くなるに従い低下することが知られている。本研究では、対象の分離の
側面から、周辺視野における２次元方向の距離知覚と３次元方向の奥行き知覚の関係を検討した。
方法として、凝視点を中心とした同心円上に視標刺激と参照刺激を提示することで、偏心度を一定
に保持させた。これらの位置に、２つの刺激の提示距離間と視差を変化させることで、対象間の分
離の操作を行うものとした。そして、偏心度ごとに、平面方向に分離した２対象間の距離の閾値と
閾上の見えの距離の測定と、奥行き方向に分離した２対象の奥行きの閾値と閾上の見えの奥行きを
測定し、偏心度ごとに両者の比較を行った。 

 
S4-3 情景認知の際に生じる境界拡張に刺激構成と測定方法が及ぼす影響 

江河あゆみ（千葉大） 
 境界拡張は情景認知の際，実際の感覚情報よりも広範囲の領域が見えていたように知覚される現
象である．本研究では刺激の時空間的文脈と構成(物体／風景写真)を変化させ，境界拡張の生じ方
を検討した．その結果，物体写真を用いると検査刺激に先行する時空間的文脈の影響がみられたが，
風景写真の場合には，境界拡張は確認されたものの文脈の効果はみられなくなった．以上の結果か
ら，境界拡張には複数の処理過程の関与が示唆された一方，本研究では調整課題を用いたことで，
境界部分に手掛かりの多い風景写真で文脈の効果が出なかったことが考えられる．今後は強制選択
法など測定方法の変更により，境界拡張の生じ方に変化がみられるかを検討する． 
 
 
Session 5 注意 
S5-1 高速提示された文字列に対する単語特異的な初期視覚誘発電位 

奥村安寿子（北海道大・日本学術振興会特別研究員）・河西哲子・室橋春光（北海道大） 
 事象関連電位（event-related potential, ERP）を指標とした文字単語処理の検討は，実際の読み
とは乖離した提示速度下で行われることが多い。本研究では，高速提示されたひらがな文字列に対
する ERP を検討した。参加者（12 名）は，左右両視野にまたがる 4文字の単語・非語・逆単語の
一端に低頻度で出現する，物理的な標的属性を含む文字に反応した。右後頭側頭部（PO8）におい
て，単語が非語よりも陰性に振れる頂点潜時約 70 ms の陰性電位が観察された。これは，単語と
非語の自動的な区別が反映される ERP 反応としては最も早く，獲得された語彙知識が最初期の視
覚皮質処理を変容させることを示唆する。 

 
S5-2 健常者の注意欠陥多動性障害（ADHD）特性と物体ベースの妨害 

―事象関連電位（ERP）を用いた検討― 
山田優士・河西哲子・室橋春光（北海道大） 
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 物体ベースの注意選択は，群化された要素間に自動的に活性化が広がる機能であり，局所要素を
判断する課題では妨害として働く。本研究は目標指向行動の妨害されやすさに関わる ADHD 特性
によって，物体ベースの注意効果が増加するかを検討した。両視野提示の刺激の物体構造を領域共
通性で操作し，12 名の健常な大学生・大学院生が注意側の標的文字に反応する際の ERP を測定し
た。結果，注意側対側・同側半球の後頭側頭部で惹起される初期標的 N2 振幅が，右注意・共通領
域条件において ADHD 得点と強い正の相関を示した。これは ADHD 特性に伴う物体ベースの妨害
効果の増加が，標的選択時の半球間伝達機能に関わることを示す。 
 
S5-3 物体ベースの注意拡散時における処理資源量の検討 

竹谷隆司・河西哲子（北海道大） 
 バイアス化競合モデルは，刺激の入力から出力までの複数の段階で，同時に存在する複数の物体
が限られた処理資源をめぐって競合すると仮定する。本研究は物体を形成する知覚的機序である群
化に伴う処理資源量の変化の様相を事象関連電位を指標に検討した。左右両視野提示の 2つの視覚
要素間の色類似性を操作し，参加者は片方の視野の低頻度標的に反応した。後側頭部における N1
潜時の ERP 空間的注意効果は類似条件で非類似条件よりも減衰した。更に N1 潜時の振幅は注意
側対側と同側の両半球において類似条件で非類似条件より増大した。これらの結果は，要素間の競
合の減少により増大した処理資源が物体全体に配分されたことを示唆する。 
 
 
Session 6 印象 
S6-1 楕円フーリエ解析を用いたウェディングドレスのシルエットの印象の検討 

川村智（産総研） 
 ウェディングドレスのサンプルのシルエットを評価実験刺激として用いた。各刺激について図形
の印象に関わる形容詞対で印象評価させた。また，刺激の輪郭について，楕円フーリエ解析を用い，
印象と輪郭との関連を求めた。さらに，印象に関連するフーリエ記述子を用いて，シルエットを再
合成した刺激を用いて，シルエットの印象と図形要素との関連を検証した。 

 
S6-2 PCCS 表色系における、トーンと同一色相系列の印象について 

若田忠之・齋藤美穂（早稲田大） 
 PCCS (practical co-ordinate system) は配色調和に焦点を当てて開発されたシステムで、“トー
ン”という独自の概念をもつのが大きな特徴である。このトーンは明度と彩度を複合した概念であ
り、異なる色相でも“薄い色”や“暗い色”といった共通する概念を端的に示すことができる。
ross-modal な研究が近年着目されているが、そういった場面において、トーンは有効に活用でき
ると考えられる。そこで、本研究では PCCS トーンを心理学的な面から印象を用いて他感覚に応用
できる軸を探ることを目的とする。 
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Session 7 時間知覚 
S7-1 視覚的な運動と変化が時間知覚に及ぼす影響の違い 

山本健太郎・三浦佳世（九州大） 
 運動刺激や点滅刺激を観察する場合，同じ観察時間でも対象の運動速度や変化の速度によって観
察時間は異なって知覚される。本研究では，視覚的な運動や変化が時間知覚に及ぼす影響の仕方に
違いが見られるかどうかを検討するため，複数の呈示時間でそれぞれの効果量を測定した。運動も
しくは輝度反転する縞刺激を用い，時間周波数条件間（0 or 4Hz）で知覚される時間を比較したと
ころ，条件間の再生時間の差が，輝度反転刺激の場合は呈示時間に比例して増加したが，運動刺激
の場合は呈示時間に関わらず一定であった。本研究の結果は，時間知覚に与える運動と変化の影響
が異なるメカニズムで生じることを示唆する。 

 
S7-2 注意による選択的処理が身体運動-視覚間時間的再較正に与える影響 

辻田匡葵・一川誠（千葉大） 
 観察者による能動的な身体運動に合わせて一定の遅延を伴った視覚的フィードバックが提示さ
れる状況が持続すると、身体運動と視覚との間の時間順序知覚が遅延を補償する方向に再較正され
る（身体運動-視覚間時間的再較正）。本研究では、身体運動-視覚間時間的再較正に注意のような
高次の処理過程がどのように寄与しているかを解明するために、順応中に行われた注意課題による
選択的注意の操作が身体運動-視覚間時間的再較正に与える影響を検討してきた。それらの結果を
まとめ、時間的再較正の成立に重要な役割を果たしている情報処理過程について考察する。 
 
 

３日目（9月 17 日） 
特別講演 2（司会：新原理津子） 
SS-2 物体ベースの注意拡散に関するヒトの電気生理学的研究 

河西哲子（北海道大） 
 注意は知覚的体制化処理の産物である群または物体の表象内に強制的に拡散することを示す現
象が多数報告されている。この物体ベースの注意拡散の現象には主に２つの重要性がある。課題に
関連しない情報の処理に影響する一因を示すことと、知覚的体制化処理に関する客観的指標となる
ことである。私たちの研究室では，行動反応に加えて事象関連電位（event-related potential, ERP）
を測定し、物体ベースの注意拡散の時間的経過を追っている。これまで左右半球の広域空間統合を
要する注意拡散が、物体出現後早ければ約 100 ms に始まり、知覚体制化処理と能動的注意配分に
おける違いに関連して異なる様相を示すことが観察された。 
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